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研究成果の概要（和文）： 

 電気的パラトグラムと舌圧測定システムを併用し作製した義歯による，構音・摂食・嚥下機
能改善のための基礎資料を得るため，成人有歯顎者を対象に，構音時と嚥下時の舌圧の関係を
調査した．その結果，舌と口蓋との接触状況が定量的に記録できることが明らかとなった．今
後更なる検討を要するが，構音時と嚥下時の舌圧および舌接触状況をより詳細に比較・検討す
ることにより，電気的パラトグラムを用いた構音訓練を主体とした構音･嚥下機能改善の可能性
が示唆された． 

 
研究成果の概要（英文）： 
 In order to obtain the fundamental data for the articulation and the swallowing function 
improvement by produced the electropalatogram and the tongue pressure measurement system, 
the relation of the tongue pressure at the time of articulation and swallowing was 
investigated. As a result, it became clear that the contact situation of a tongue and 
the palate can record quantitatively. Although the further examination was required from 
now on, the possibility of the articulation and the swallowing function improvement which 
made the subject articulation training using an electropalatogram was suggested by 
comparing and examining the tongue pressure and the tongue contact situation at the time 
of articulation and swallowing in detail. 
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１．研究開始当初の背景 

 21 世紀は社会の超高齢化がより一層進み，
構音・嚥下障害をもつ高齢者は増加の一途を

たどっていくものと予測される．これらの疾
患・障害に対する新たな治療法のシステム化
とスピーチ・リハビリテーションを主とした
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社会復帰のためのプログラムの確立は焦眉
の課題であり，その中でも義歯を介した補綴
的なリハビリテーションは非常に重要にな
ると思われる． 
 構音訓練に有用な電気的パラトグラフを
用いた国内外の研究は，主に日本，米・英語
圏，および仏語圏などで行われてきた．この
中で唯一，現在でも英国の Hardcastle・
Gibbon 等は電気的パラトグラフを訓練機器
とした Win-EPG・Systemを開発し，口蓋烈患
者の言語訓練で数多くの成果を発表してい
る．一方，私たちは，日本語子音の生成に関
与す口蓋形態の役割に着目し，リオン社製・
電気的パラトグラムを用いた調査から口蓋
形態が子音生成に密接に関与していること，
また日本語 100音節はそのパラトグラムから
閉鎖帯の有無によって 2つに分類できること，
さらには様々な舌切除者を対象にした/あた
/・/あき/・/あか/および/あさ/・/あしゃ/・
/あひゃ/のパラトグラムを用いた口蓋部形
態形成法によって作製した舌接触口蓋床義
歯装着によって，構音や摂食・嚥下障害の回
復が可能なこと，などの成果を得てきた． 
 また，舌切除者などの嚥下障害の治療に舌
接触補助床（PAP など）が有効であるとし，
その PAP作製に舌圧測定システムが用いられ
ている．既に市販されている舌圧測定システ
ムは 数種類あり，臨床現場で用いられてい
る．しかし，センサーの数や厚みなどに難点
があるのが現状である．そこで，研究分担者
である笹川が開発した舌圧測定システム（感
圧導電ゴム（PSCR）を用いた口腔用センサー）
を用いることで，その難点の改良が可能とな
ると考えた． 
 そこで，私たちは，このような 21 世紀初
頭の深刻化する患者を取り巻く環境をふま
え，国民・患者の食べること，話すことなど
の QOLの向上を目指して，構音・摂食・嚥下
障害改善のための電気的パラトグラフと舌
圧測定システムを併用し作製した義歯等を
介した歯科補綴学的なリハビリテーション
と構音訓練を活用したスピーチ・リハビリテ
ーションによる新たな訓練体系を検討する
ことを考えた． 
 

２．研究の目的 

 本研究では，この間の研究成果を踏まえ，
視聴覚が正常な成人有歯顎者を基準に，構
音・摂食・嚥下障害を持つ舌癌などによる舌
半側切除者および脳梗塞や頭部外傷など脳
中枢障害など様々な中途障害者を対象に，
Win-EPG システムを用いたパラトグラムと笹
川らにより考案されている舌圧測定システ
ムを併用して義歯を作製し，その義歯を用い
た構音訓練の有用性・問題点を検討する．ま
た，Win-EPGシステムを応用した構音・摂食・
嚥下機能と歩行などの身体機能改善のため

の新たな訓練体系のの構築を目指すことを
計画した． 
 

３．研究の方法 

（１）接触圧力センサとして感圧導電ゴムを
用いて(PSCR)，構音時と嚥下時の舌圧を測定
し比較・検討した． 
 圧力センサは，シート上の PSCRを 2枚の
銅張りポリイミドフィルム電極で挟んだ物
を基本構造とし，厚さ 0.5mm，測定点数を 23
点とし，各測定領域は 3×4.5mmとした(図１)．
舌圧センサを口蓋部に保持する目的で，塩化
ビニルシート上に接着して(図 2)舌圧測定を
行った． 
 被験者は，正常な成人有歯顎者 1名（男性）
である． 
 6子音（/た/・/き/・/か/・/さ/・/しゃ/・
/ひゃ/）構音時と空嚥下時の舌圧測定を行い
PSCRセンサの有効性を検証した． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図 1．舌圧センサの概要 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   図２．実験に用いた舌圧センサ 
 
（２）新たな訓練機器の開発の基礎資料を得
るため，英国で使用されている Win-EPGシス
テムを購入した．そしてそのための人工口蓋
板も作製し，その有効性や問題点の検討を行
った． 



 

 

４．研究成果 
（１）測定により得られた舌圧分布を図 3に
示す．これは，静的パラトグラフにより得ら
れた舌接触パタンと近似しており，本舌圧シ
ステムの有効性が示された． 

      図 3．舌圧分布 
 (上：/ｱﾀ/，中：/ｱｼｬ/，下：空嚥下時) 
 
 
（２）Win-EPG システム用の人工口蓋板では，
その厚みや長さ，および電極の配置などに改
善の余地が認められた． 

 
 私たちは，パラトグラフィを歯科臨床に応
用することを目的に研究を重ねてきた．その
基本的な考え方は，患者固有の舌の調音機能
を利用することによって，患者固有の口蓋形
態を作り出すことである． 
 しかし，高齢化または中途障害による摂
食・嚥下障害をもつ患者の口腔形態と機能が
健常であった時代のものとは異なる.したが
って，その時点で残されている形態と機能に
調和しながら，それらを最大限に生かすリハ
ビリテーションのためにも，どこの形態がど
この機能に対応するのかの検討が必要にな
ると考える． 
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